
寝屋川流域協議会

資料２：議案 参考資料



◆所属機関の組織変更に伴い、「別表第３」の一部を改正する。

「別表第３」（一部抜粋）

第１号議案 協議会規約の改正
（議案書 １～６ページ）
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１.春の広報イベント（東大阪市民ふれあい祭り）
日 時 令和４年５月８日（日）10：00 ～ 16：00

場 所 松原南調節池（東大阪市 花園中央公園内）

参 加 者 654人

２．冬の広報イベント（寝屋川流域を巡るウォークイベント）
日 時 令和５年３月11日（日）12：40 ～ 16：30

場 所 寝屋川治水緑地、弁天池公園、

なわて水みらいセンター、讃良立坑

参 加 者 25人

３．水環境啓発イベント
（キラっと！かどま2022 市内統一清掃活動）

日 時 令和４年９月17日（土）9：00 ～ 12：00

場 所 門真市役所周辺

参 加 者 133人

◆広報活動

（２）ビジュアルボードフェアの実施
流域の各市役所、府関係事務所及び大阪府本館で実施

（１）広報イベントの実施

（４）その他
・寝屋川流域協議会TwitterなどのSNSやメディア等を
活用した事業PR

・寝屋川流域協議会HPの充実
・総合治水対策動画の作成
・令和５年度に掲示する啓発ポスターの作成

第２号議案 令和４年度事業報告
（議案書 ７ページ）

広報WG

（３）啓発ポスターの掲示
流域の各市役所、府関係事務所及び大阪府本館で実施

春の広報イベント

冬の広報イベント

水環境啓発イベント
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（議案書 ８ページ）

◆要望内容
• 寝屋川流域の総合治水対策に係る取組みを着実に推進するため、所要の事業費を確保すること。
• 大規模施設の整備を重点的・集中的に推進するため、「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」の実施期間後も継続
して、事業進捗を図られるよう財源措置を行うこと。

• 寝屋川北部地下河川の城北立坑築造の事業効果発現のためにも、続く鶴見調節池の整備に必要な事業費を確保すること。

斉藤大臣 面会状況 松原下水道部長 面会状況

※国家要望（夏）については令和４年８月８日に事務局が資料配布

第２号議案 令和４年度事業報告 国予算確保に向けた要望活動について 総合治水部会
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【要望日】
令和５年１月19日(木)

【要望先】
国土交通省 斉藤大臣
国土交通省 水管理・国土保全局 松原下水道部長

【要望者】
田中大阪府副知事
西端守口市長、冨宅柏原市長、宮本門真市長
石川参議院議員
肥後府議会議員、大橋府議会議員、内海府議会議員 同席

◆斉藤大臣のコメント

• 寝屋川流域における、河川と下水道等が連携した『総合治水対策』の取り組みを推進すべ
く、防災・安全交付金や個別補助事業による支援を行っているところ。

• 気候変動による水災害リスクの増大に対し、「流域治水」の考え方に基づき事前防災対策
を更に強力に推進することが重要と認識しているので、「防災・減災、国土強靱化のため
の５か年加速化対策」を着実に進めるとともに、引き続き必要な予算が確保できるよう努
める。

• 城北立坑の効果発現のため、立坑に接続する鶴見調節池の整備に必要な予算が確保できる
よう努める。

◆松原下水道部長のコメント

• 門真守口増補幹線をはじめ、新たな下水道増補幹線の整備に必要な予算が確保できるよう
努める。



寝屋川流域
総合治水対策関係自治体第２号議案 令和４年度事業報告 国予算確保に向けた要望活動について 総合治水部会

（議案書 ８ページ）
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『防災・減災、国土強靭化のための５か年加速化対策』を最大限活用し、R5予算として当初予算と加速化
予算を合わせて河川事業で79億円、下水道事業で140億円と必要な予算を確保。

◆令和４年度 国家要望 成果

年度 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

内示額 4,577 4,056 3,000 5,036 5,880 4,307 7,914

◆近年の国内示状況分析

加速化予算５．１億円
Ｒ４執行

0.71倍

（単位：百万円）

≪河川事業費≫

（年度）

（単位：百万円）

加速化予算２０億円

Ｒ３執行

1.17倍
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加速化予算２５．７億円
Ｒ３執行

1.56倍

≪下水道事業費≫

年度 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

内示額 9,500 7,320 7,320 9,000 14,060 10,870 14,010

加速化予算１３．２億円
Ｒ４執行

0.77倍

加速化予算１６．１億円
Ｒ５執行予定

1.29倍加速化予算３７．５億円

Ｒ５執行予定

1.84倍

第２号議案 令和４年度事業報告 国予算確保に向けた要望活動について 総合治水部会
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（議案書 ８ページ）

【参考】令和２年度国家要望出席者：（７月）冨宅柏原市長、宮本門真市長、野田東大阪市長、（11月）西端守口市長、冨宅柏原市長、野田東大阪市長
令和３年度国家要望出席者：（９月）野田東大阪市長
令和４年度国家要望主席者：（１月）西端守口市長、冨宅柏原市長、宮本門真市長



寝屋川流域水環境改善計画の推進

②浮遊汚泥（スカム）の発生抑制に向けた取組の共有

第２号議案 令和４年度事業報告 水環境部会

③河川ごみ対策の推進
○流域で統一した啓発看板の設置
○HPやSNSを活用した情報発信
○キラッと！かどま２０２２市内統一清掃活動の開催（再掲）

④その他の取組み
〇寝屋川流域水辺空間マップの作成及び公表

＜流域で統一した河川ごみ啓発看板＞

①寝屋川流域水環境改善計画の次期計画（令和４年版）を策定

○新計画をHPで公表
○新計画の取組についてビジュアルボードフェアを開催（再掲）
○施設見学会等のイベントでの啓発

＜寝屋川流域水辺空間マップ＞

＜新計画の啓発＞
7

（議案書 ８ページ）



第２号議案 令和４年度事業報告 ＧＢ部会
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（議案書 ８ページ）

市民団体等との協働による森林保全活動（寝屋川市、東大阪市、八尾市）

源流探索会（寝屋川市）

自然楽校活動（八尾市） 森林保全活動（東大阪市）

（１）協働

（２）取組の共有
土砂災害防止法に基づく区域指定

所在市 警戒区域 特別警戒区域

枚方市 171 158

交野市 132 121

寝屋川市 43 42

四條畷市 71 61

大東市 120 102

東大阪市 167 156

八尾市 71 53

柏原市 235 208

８市合計※ 986 895

※各市の区域数には、隣接市が発生源となった区
域数を含むため、合計数にはならない

施設整備箇所

所在市 箇所名 備考

交野市 天野川右１左四
北川支川

私市山手（１）

砂防
砂防・枚方市との境界
急傾斜

四條畷市 権現川
上田原（１）

砂防
急傾斜

東大阪市 引谷 砂防

八尾市 一の谷
山畑川

樽堂谷第一支渓

砂防・R4概成
砂防
砂防

柏原市 奥山大谷
国分東条第三支渓

砂防
砂防

砂防事業9渓流 急傾斜地崩壊対策事業2箇所

生駒山系花屏風構想

花木苗植栽本数計
10,772本（Ｒ5.3）

令和4年度の花木苗の
植栽数 296本



第２号議案 令和４年度事業報告 大規模水害タイムライン部会

寝屋川流域大規模水害タイムラインの運用、ふりかえり、改善

【計画】 令和４年度版 タイムラインの策定

・タイムライン部会を書面開催し、タイムラインを令和４年度版に改定(６月)

【実行】 タイムラインの運用

・情報伝達訓練の実施(５月)

・台風第４号、第11号、第14号、第15号において実運用(７～９月)

【評価】 ふりかえり

・ふりかえりWG（WEB会議）を開催し、課題抽出や改善策の検討を実施(2月)

【改善】 タイムラインの改定

・タイムライン部会を書面開催しタイムラインを令和5年度版に改定(3月)

令和４年度 令和4年度運用

① 7/ ４-５ 台風第 4号
② 9/ ５-７ 台風第11号
③ 9/17-20 台風第14号
④ 9/22-24 台風第15号

4
月

５
月

4/18 TL部会（4部会合同会議）

２
月

３
月

アンケート調査

5/19 協議会（報告）

5/10  情報伝達訓練

６/8 TL部会（書面）
（令和４年度版TL策定・運用開始）

確認作業
（意見照会）

⇒改定

2/20 ふりかえりWG

３/15 TL部会（書面）
（令和5年度版TLへの改定）

Plan（計画） → Do（実行） → Check（評価） → Action（改善） 9

（議案書 ８ページ）大規模水害タイムラインの取組の推進



第３号議案 令和４年度収支決算報告

（２）支出の部（令和４年４月１日～令和５年３月３１日）

（１）収入の部（令和４年４月１日～令和５年３月３１日）

（３）差引残高

当初予算 最終決算 備 考

負担金 １，０１０，０００ ７８５，７９１ 見学会実施に伴う共催負担金の減

繰越金 ６３４，５２２ ６３４，５２２

雑収入 ８ ９ 利息

合 計 １，６４４，５３０ １，４２０，３２２

単位：円

当初予算 最終決算 備 考

事 業 費 １，１３０，０００ ６５４，３８６ 広報啓発物品購入費用等

会 議 費 １２０，０００ ６８，０６０

事 務 費 ７０，０００ ７５，３４９

予 備 費 ３２４，５３０ ０ 事務費に振替

合 計 １，６４４，５３０ ７９７，７９５

単位：円

収 入 額 １，４２０，３２２ 円

支 出 額 ７９７，７９５ 円

差引残高 ６２２，５２７ 円 （令和５年度に繰越）
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（議案書 ９ページ）



第４号議案 流域治水プロジェクトの更新
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第４号議案 流域治水プロジェクトの更新
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第４号議案 流域治水プロジェクトの更新



第５号議案 令和５年度事業計画

◆広報活動

広報WG

１.春の広報イベント（東大阪市民ふれあい祭り）
日 時 令和５年５月14日（日）10：00 ～ 16：00

場 所 松原南調節池（東大阪市 花園中央公園内）

２．冬の広報イベント
日 時 令和５年 冬ごろ

場 所 未定

３．水環境啓発イベント
日 時 令和５年 秋ごろ

場 所 未定

（２）啓発ポスターの掲示
流域の各市役所、府関係事務所及び大阪府本館で実施

（１）広報イベントの実施

（３）その他
・寝屋川流域協議会TwitterなどのSNSやメディア等を活用した
事業PR

・寝屋川流域協議会HPの充実
・総合治水対策動画の作成 広報活動のテーマごとで

ブレストを実施し、
新たなよりよい広報活動につなげる

令和５年度 啓発ポスター
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（議案書 15ページ）



第５号議案 令和５年度事業計画 国予算確保に向けた要望活動について

◆令和５年度 国家要望

・更なる予算確保を目指して、『大規模施設の整備推進のため、５か年加速化予
算を最大限活用した財源措置』、『鶴見調節池など個別補助事業の確実な予算確
保』を要望方針として活動する予定としている。

（２）日時

（１）方針

総合治水部会

・令和５年８月、11月の２回を予定

15

（議案書 15ページ）

0

50

100

150

200

250

R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14

（億円） 寝屋川総合治水対策事業費

早期に地下河川を
放流施設とするため、
継続した事業費が必要

鶴見調節池を整備するために、
「5か年加速化対策」等を活用した
財源措置が必要

北部地下河川鶴見調節池

流域調節池等

R4当初（38.0億円）

R3補正（5.1億円）

北部地下河川城北立坑
（鶴見調節池発進立坑）



１．計画期間・対象降雨

• 計画対象降雨については、河川整備計画の目標規模よりも大きく、かつ、気候変動による降雨

量の増加等を考慮しつつ、中～高頻度の降雨規模を想定。

• 計画期間については、計画策定時から概ね20～30年程度を１つの目安とする。また、既定の

計画等（河川整備計画など）との整合性や、浸水被害対策の実効性等を踏まえ設定する。

３．雨水貯留浸透施設の認定

• 雨水貯留浸透施設に係る計画の認定制度を創設し、施設整備費用の補助や地方公共団体

による管理協定制度等を措置することで、民間事業者等により取組を促進。（雨水阻害行為

の対策量を除く貯留量が30m3以上、管理期間が10年以上の施設が対象。）

• 雨水貯留浸透施設の認定の際して、施設の規模を0.1m3以上30m3未満の範囲内で引き下

げたり、管理期間を10年を超え50年以下の範囲内で引き延ばす場合は、基準を計画に明示

する。

• 認定者は都道県知事等（条例により市町村に権利委譲が可能）

２．都市浸水想定

• 計画対象降雨が生じた場合に、都市浸水が想定される区域及び浸水深を計画に明示する。

• 浸水被害防止区域の指定等に活用するため、時間別・メッシュごとの水深及び流速を整理する。

併せて、浸水継続時間を示すことが望ましい。

４・貯留機能保全区域

• 河川沿いの低地や窪地等、河川の氾濫に伴い浸入した水や雨水を一時的に貯留する機能を

有す土地において、将来にわたってその機能を保全するために区域指定を行う。

• 区域指定の考え方・方針を計画で定める。

• 指定権者は都道県知事等（条例により市町村に権利委譲が可能）

５．浸水被害防止区域

• 流域一体的な対策を講じてもなお浸水被害が頻発する危険な土地（整備後でも床上浸水が

想定される土地）において、区域指定することで、原則、開発禁止区域とすることができる。

（洪水版レッドゾーン。）

• 区域指定の考え方・方針を計画で定める。

• 指定権者は都道県知事

浸水被害対策の基本方針

計画期間

都市浸水の発生を防ぐべき目標となる降雨
（計画対象降雨）

都市浸水想定（現況の評価）

・特定都市河
川の整備
・河川管理者
が行う雨水貯
留浸透施設の
整備

・特定都市下
水道の整備
・特定河川都
市下水道のポ
ンプ施設の操
作

・雨水貯留浸透
施設の整備その
他雨水の一時的
貯留、又は地下
への浸透
・雨水貯留浸透
施設整備計画の
認定に関する基
本的事項

・都市浸水想定
の区域における
土地の利用
・貯留機能保全
区域又は浸水被
害防止区域の指
定等
・浸水被害の拡
大を防止するた
めの措置

河川管理者
主体

下水道管理者
主体

河川、下水道管理者
以外の者主体

～流域のあらゆる関係者の協同により促進～

流域水害対策計画に定める事項 流域水害対策計画の変更事項の概要

23.03.10

都市河川G
資料３第５号議案 令和５年度事業計画 流域水害対策計画の変更について 総合治水部会
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第５号議案 令和５年度事業計画 流域水害対策計画の変更について 資料３総合治水部会

17

 計画変更の期限
 個別補助（特定都市河川浸水被害対策推進事業）が採択されてから５年以内に、

浸水被害防止区域又は貯留機能保全区域の指定が必要
（令和５年度に採択された寝屋川流域は令和９年度末まで）

 計画変更の方針
 令和５年度より、区域指定の考え方や方針を流域市、関係部局と検討

貯留機能保全区域や浸水被害防止区域の指定方針を検討するため、基礎情報の収集整理。
 令和６～７年度に計画変更案を作成
 令和８年５月の寝屋川流域協議会において策定をめざす

令和5年度検討スケジュール（案）

浸水被害防止区域のイメージ

貯留機能保全区域のイメージ

計画対象降雨（現在の流域水害対策計画）

【出典】解説・特定都市河川浸水被害対策法施行に関する
ガイドライン、R5.1、（一財）国土技術センター

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

計画期間・対象降雨 方針の整理

氾濫解析の実施

水害リスクマップ等
作成

区域指定の基礎情報収集

区域指定方針の整理

区域指定の基礎情報収集

区域指定方針の整理

雨水貯留浸透施設
整備計画の認定に
関する基本事項

総合治水WG

都市浸水想定

貯留機能保全区域

令和5年度

浸水被害防止区域

◎ ◎ ◎◎



寝屋川流域水環境改善計画（令和４年版）を踏まえ、計画の目標達成に向けて、各種
施策を推進するとともに、各施策の取組状況の検証を行う。

■浮遊汚泥（スカム）の発生抑制に向けた取組の共有

■河道内のごみの削減

○HPやSNS、啓発動画を活用したごみ対策の啓発
〇水環境（河川ごみ）啓発イベントの実施（再掲）

■水辺空間の利活用の促進
○HPや協議会イベント等での水辺空間マップの周知
〇アスマイル等の既存アプリを活用した水辺空間の利用促進

主な取組

第５号議案 令和５年度事業計画 水環境部会

水環境（河川ごみ）の啓発

河川ごみの啓発動画 水辺空間を巡るイベント
18
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第５号議案 令和５年度事業計画 ＧＢ部会

19

（議案書 16ページ）

・活動の継続と拡充

・農林関係部局との連携強化

・市民へのPR

市民団体等との協働による森林保全活動

（１）協働

所在市 箇所名 備考

交野市 天野川右１左四
北川支川

私市山手（１）

砂防
砂防・枚方市との境界
急傾斜

四條畷市 権現川
上田原（１）

砂防
急傾斜

東大阪市 引谷 砂防

八尾市 山畑川
樽堂谷第一支渓

砂防
砂防

柏原市 奥山大谷
国分東条第三支渓

砂防
砂防 砂防事業８渓流 急傾斜地崩壊対策事業2箇所

（２）取組の共有
施設整備予定箇所

八尾市 山畑川 四條畷市 上田原（１）地区

（令和４年度着手）

生駒花屏風構想

生駒花屏風ハイク（令和５年度）：大東市で開催予定（11月第２土曜日）

土砂災害防止法に基づく基礎調査

既に指定された箇所の地形改変状況や保全対象の変化などの調査の継続

（３）流域治水推進に向けた水防災連絡協議会との連携検討



寝屋川流域大規模水害タイムラインの運用、ふりかえり、改善

【運用】
・新年度体制における運用習熟を目的として、出水期前に情報伝達訓練を実施
・令和５年度版「寝屋川流域大規模水害タイムライン」の運用

【ふりかえり】
・運用後にふりかえりWGを実施し、課題抽出や改善策の検討を実施

【改善】
・大規模水害タイムライン部会を開催し、ふりかえりWGの結果を踏まえてタイムラインを改定

第５号議案 令和５年度事業計画 大規模水害タイムライン部会

確認作業

（意見照会）

⇒改定

5月初旬 協議会（報告）

4月末 TL部会（4部会合同会議・報告）

5月初旬 情報伝達訓練

令和４年度

■5月初旬

協議会（報告）

■5月初旬

情報伝達訓練

■5月初旬～11月下旬

運用・アンケート調査

■1月中旬

ふりかえりワーキング

■2月上旬～3月上旬

意見照会⇒改定

出水期の運用

令和６年度以降
（繰り返し）令和５年度

4
月

1
月

2
月

アンケート調査

（ふりかえり）

５
月

4
月

５
月

4/18 TL部会（4部会合同会議）

２
月

３
月

アンケート調査

5/19 協議会（報告）

5/10  情報伝達訓練

６/8 TL部会（書面）
（令和４年度版TL策定・運用開始）

確認作業

（意見照会）

⇒改定

令和５年度版TL

運用開始

2/20 ふりかえりWG

令和4年度運用

① 7/ ４-５ 台風第 4号

② 9/ ５-７ 台風第11号

③ 9/17-20 台風第14号

④ 9/22-24 台風第15号

３/15 TL部会（書面）
（令和5年度版TLへの改定）

1月 ふりかえりWG

Plan（計画） → Do（実行） → Check（評価） → Action（改善） 20

（議案書 16ページ）大規模水害タイムラインの取組の推進



第６号議案 令和５年度予算

（２）支出の部（令和５年４月１日～令和６年３月31日）

（１）収入の部（令和５年４月１日～令和６年３月31日）

当 初 予 算 備 考

負 担 金 １，０３４，０００ 内訳は下記のとおり

繰 越 金 ６２２，５２７

雑 収 入 ９ 利息（見込）

合 計 １，６５６，５３６

単位：円

＜負担金内訳＞
（１）地方公共団体 負担金 784,000円

（２）その他 負担金（見込）
都市技術センター（施設見学会共催負担金） 2５0,000円

当 初 予 算 内 訳

事 業 費 １，１３０，０００

啓発イベント（計３回） ５００，０００

講演者謝礼等 ８０，０００

啓発グッズ作成 １５０，０００

啓発動画作成 ３５０，０００

啓発ポスター作成 ５０，０００

会 議 費 １２０，０００ 部会、協議会 会議費 １２０，０００

事 務 費 １００，０００ 要望関係 １００，０００

予 備 費 ３０６，５３６

合 計 １，６５６，５３６

単位：円

＊事業費の内訳は変更できるものとする。
＊ただし予備費からその他経費への振替は承認なしで行うことができるものとする。 21

（議案書 17,18ページ）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年    度  

 

監     事  

 昭和 63年度  

～平成４年度  

平成５年度  

平成６年度  

平成７年度  

平成８年度  

平成９年度  

平成 10年度  

平成 11年度  

平成 12年度  

平成 13年度  

平成 14年度  

平成 15年度  

平成 16年度  

平成 17年度  

平成 18年度  

平成 19年度  

平成 20年度  

平成 21年度  

平成 22年度  

平成 23年度  

平成 24年度  

平成 25年度  

平成 26年度  

平成 27年度  

平成 28年度  

平成 29年度  

平成 30年度  

令和元年度  

令和２年度  

令和３年度  

令和４年度  

令和５年度  

 

 

寝屋川市長  

 

東大阪市長  

寝屋川市長  

八尾市長  

大東市長  

守口市長  

門真市長  

交野市長  

四條畷市長  

枚方市長  

柏原市長  

大阪市建設局長  

東大阪市長  

寝屋川市長  

八尾市長  

大東市長  

守口市長  

門真市長  

交野市長  

四條畷市長  

枚方市長  

柏原市長  

大阪市建設局長  

東大阪市長  

寝屋川市長  

八尾市長  

大東市長  

守口市長  

門真市長  

交野市長  

四條畷市長  

枚方市長  

 

 

 

１．新監事

枚方市長となります。
よろしくお願いいたします。

２．監事の選出

四條畷市長→枚方市長→柏原市長→
大阪市長→藤井寺市長→東大阪市長→
寝屋川市長→八尾市長→大東市長→
守口市長→門真市長→交野市長

第７号議案 監事の選出

◆寝屋川流域協議会規約第８条第３項及び第４項に基づき、新監事を選出する。
監事の選出にあたっては、下記のとおり選出する。

22
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